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『いざ1』に備えて

　7月28日は3年に1度の町消防団連合演習。

30度を越える暑さの中で機械器具の点検、操法

や放水訓練など「予期せぬ災害Jに団員の目は

真剣そのもの。9月1目は防災の日、心の油断

に『火の用心』。ふだんから心がけましよう。
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最
近
、
全
国
的
に
食
中
毒
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中

で
も
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
の
は
、

　
《
O
－
1
5
7
》
で
す
。

　
　
《
O
1
1
5
7
》
は
大
腸
菌
の
一

種
で
人
問
に
対
す
る
毒
性
が
強
く
、

体
内
に
少
量
入
っ
た
だ
け
で
も
発
症

し
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
学
童
、
高

．
齢
者
に
は
発
症
し
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
．

　
最
初
は
、
お
な
か
が
痛
い
、
下
痢

を
す
る
、
便
に
血
が
混
じ
る
、
食
べ

物
を
も
ど
す
、
熱
が
出
る
、
な
ど
の

症
状
が
出
ま
す
。
そ
の
後
、
三
～
七

日
た
っ
て
、
顔
色
が
悪
く
な
る
、
む

く
み
が
出
る
、
尿
が
出
な
い
、
な
ど

の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
更
に
は
け
い

れ
ん
な
ど
が
起
こ
る
と
大
変
危
険
な

状
態
に
な
り
ま
す
。

　
《
O
1
1
5
7
》
は
ほ
か
の
食
中

毒
と
同
じ
よ
う
に
、
人
の
口
を
通
し

て
感
染
し
ま
す
の
で
、
食
べ
物
は
も
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ち
ろ
ん
、
飲
み
水
や
手
の
衛
生
な
ど

に
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
食
中
毒
患
者
の
介
護
に
当

た
っ
た
家
族
や
、
生
活
を
と
も
に
す

る
兄
弟
姉
妹
な
ど
に
も
二
次
感
染
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
配
慮
が
不
可
欠
で
す
。

　
し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
こ

と
に
注
意
す
れ
ば
、
予
防
は
充
分
に

可
能
で
す
．

①
手
を
洗
う

　
食
事
前
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
、

ト
イ
レ
の
後
、
食
事
の
準
備
を
す
る

時
に
は
、
充
分
に
泡
立
て
た
石
け
ん

で
手
全
体
を
ま
ん
べ
ん
な
く
洗
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
充
分
な

予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
爪
は
き

ち
ん
と
切
り
、
爪
の
中
も
清
潔
に
し

て
お
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
は
必
ず
加
熱
し
て

　
《
O
1
1
5
7
〉
は
七
五
℃
以
上

の
熱
で
一
分
以
上
加
熱
す
る
と
死
滅

し
ま
す
。
料
理
は
必
ず
加
熱
し
て
。

特
に
肉
料
理
は
、
充
分
そ
の
中
ま
で

火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
肉

を
扱
っ
た
ボ
ウ
ル
や
包
丁
、
ま
な
板

な
ど
は
、
す
ぐ
石
け
ん
で
よ
く
洗
っ

て
、
で
き
る
だ
け
熱
湯
を
か
け
る
よ

う
に
し
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

③
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い

　
《
O
1
1
5
7
》
は
低
温
に
は
極

日は

バイタの日

8月　
八
月
十
九
日
は
バ
イ
ク
の
日
。
バ

イ
ク
で
遠
出
す
る
ラ
イ
ダ
ー
が
多
い

夏
休
み
の
季
節
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
時
期
は
突
然
の
事
故
に
よ
る
悲
劇

も
起
こ
り
が
ち
。
こ
の
機
会
に
、
ラ

イ
ダ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
四
輪
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
も
バ
イ
ク
の
特
性
や
事
故

の
実
態
に
つ
い
て
理
解
を
含
め
、
バ

イ
ク
の
安
全
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
、
一
年
間
の
交
通
事
故
全
体

の
死
者
は
、
一
万
六
百
七
十
九
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
バ
イ

ク
（
自
動
二
輪
車
・
原
動
機
付
自
転

車
）
乗
車
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た

人
は
一
千
九
百
九
十
一
人
、
死
者
数

全
体
の
約
二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
バ
イ
ク
保
有
台
数
が
諸
外
国

よ
り
多
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
同

じ
ク
ル
マ
社
会
で
あ
る
欧
米
各
国
と

比
較
し
て
高
い
割
合
い
に
な
り
ま
す
。

　
バ
イ
ク
は
四
輪
車
よ
り
安
定
性
が

悪
く
、
転
倒
し
や
す
い
上
、
走
行
中

の
運
転
者
の
体
は
無
防
備
の
状
態
。

大
け
が
や
死
亡
事
故
に
直
結
し
易
い

乗
り
物
と
な
り
ま
す
。

　
事
故
の
中
で
も
目
立
つ
の
が
、
若

年
層
が
事
故
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
で
す
。

擁
繍

▲右折はとくに

　　　　気をつけて！

昨
年
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
自
動

二
輪
車
事
故
に
よ
る
死
者
総
数
の
う

ち
、
十
六
～
二
十
四
歳
の
人
が
占
め

る
割
合
は
約
六
十
五
％
。
多
く
は
自

分
の
運
転
技
術
や
バ
イ
ク
の
性
能
に

対
す
る
過
信
か
ら
く
る
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
、
無
謀
運
転
が
原
因
で
す
。

　
事
故
を
起
こ
す
の
は
若
者
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
動
機
付
自
転
車

乗
車
中
の
死
者
数
を
見
る
と
、
若
者

と
並
ん
で
多
い
の
は
六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
な
の
で
す
。

　
時
に
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
る

こ
と
を
常
に
わ
き
ま
え
て
お
く
べ
き

で
す
が
、
バ
イ
ク
は
正
し
く
使
え
ば

手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
愛
好
家
が
そ
の
魅
力
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
バ
イ
ク
を
危
険

な
凶
器
に
変
え
て
し
ま
う
の
は
、
利

用
す
る
私
た
ち
の
「
慣
れ
や
油
断
」

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起
こ

す
前
に
、
あ
な
た
の
運
転
中
の
モ
ラ

ル
や
マ
ナ
ー
を
再
点
検
し
て
く
だ
さ

い
。
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め
て
強
い
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
て
あ
る
か

ら
、
と
安
心
し
な
い
こ
と
。
冷
蔵
庫

に
は
物
を
詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
、
中
が
四
℃
に
冷
え
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
解

凍
し
た
冷
凍
肉
の
肉
汁
に
菌
が
い
る

こ
と
も
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

④
な
ま
物
は
最
後
に
買
う

　
食
料
品
を
買
う
さ
い
、
肉
や
刺
身

な
ど
の
「
な
ま
物
」
は
最
後
に
買
い

ま
し
ょ
う
。
買
物
が
す
ん
だ
ら
、
長

い
間
持
ち
歩
か
ず
に
、
早
目
に
帰
っ

て
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

⑤
な
ま
水
は
飲
ま
な
い

　
お
い
し
い
と
評
判
の
山
の
水
や
井

戸
水
で
も
、
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
水
道
水
、
湯
ざ
ま
し
の

水
、
な
ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

⑥
下
痢
を
し
た
ら
、
入
浴
は
控
え
る
。

　
下
痢
を
し
た
ら
浴
槽
に
入
ら
ず
に

シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
だ
け
に
し
ま
す
。

　
食
中
毒
と
い
う
と
、
学
校
給
食
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
出
さ
れ
る
お
弁
当

な
ど
か
ら
お
こ
る
「
集
団
食
中
毒
」

が
目
立
ち
ま
す
が
、
実
は
家
庭
で
の

〔別表〕

食
中
毒
の
危
険
性
も
高
い
の
で
す
。

　
《
O
1
1
5
7
》
ば
か
り
で
な
く

食
中
毒
を
お
こ
す
細
菌
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
　
（
別
表
の
と
お
り
）

浴
槽
の
湯
か
ら
二
次
感
染
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
か
ら
で
す
。

⑦
『
お
か
し
い
な
？
』

　
　
　
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
受
診
！

　
下
痢
や
腹
痛
、
発
熱
な
ど
が
あ
っ

た
ら
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

下
痢
止
め
や
抗
生
物
質
な
ど
の
家
庭

薬
を
飲
む
と
検
査
が
し
に
く
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
医
師
に
見

せ
ま
し
よ
う
．

病原擁 感羅源 潜伏鯛悶 お慈嶽獲状 灘防溝

腸炎騰趨蒙 生の魚介類 10～24時間 腹痛、発熱、

水様性粘血便、

吐き気、嘔吐

食品の低温保存。

とくに夏場の魚介

類に注意。

サ趨遜幕ラ 鶏卵、肉類、

乳製品など

不潔なまな板

ペット類

12～72時間 腹痛、発熱、頻

回の下痢（血便

のことも）、

吐き気、嘔吐

料理はじゅうぶん

加熱。ネズミ・ゴ

キブリの駆除。

卵は冷蔵庫に。

病療爽腸菌 井戸水、弁当

など

1～12日 腹痛、下痢
（粘血便）、

吐き気、嘔吐

生水を飲まない。

弁当は早めに食べ

る。

プ牽鱗球欝 食品全般

行楽シーズ

ンの弁当

和洋菓子

3時問前後 下痢（粘血便）、

吐き気、嘔吐、

短時間の発熱

調理人の指の傷
に注意。

調理後は早めに
食べる。

ウ謝灘薮菌 魚介類、肉類

とその加工品

弁当

8～20時間 腹痛、

下痢（水様性）

調窪後は早めに

食べる。

力雛毯ロ辮タ

ター

肉類（とくに

鶏肉）

犬猫などの
ペット

2～3日 頭痛、不快感、

発熱、

嘔吐、腹痛、

下痢（血便の

ことも）

とくに鶏肉はじゅ

うぶん加熱する。

o
　
o
　
O
　
9

」

，
しし

　
0

●
　
　
　
　
　
　
　
一

ノ
　
し
　
ノ

9
、

‘

．
，
■
ー
。

’
。
、
　
’

　
閥
’
，
－
一

　
嫁
桑

の

〆
　
レ

し
鳴

■o’

丸，

　
い
ず
れ
の
食
中
毒
も
、

次
の
よ
う
な
基
本
的
な
注

意
事
項
さ
え
守
っ
て
い
れ

ば
防
げ
ま
す
．

囹
料
理
は
充
分
加
熱
す
る
。

團
熱
い
も
の
は
熱
い
う
ち

に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た

い
う
ち
に
食
べ
る
。

囹
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。

囹
賞
味
期
限
に
注
意
す
る
。

囹
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き

ん
は
よ
く
洗
浄
・
熱
湯
消

毒
・
乾
燥
さ
せ
る
。

螺
叢
馨
免
許
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　
現
行
の
自
動
二
輪
免
許
が
廃
止
さ

れ
、
九
月
か
ら
新
た
に
大
型
自
動
二

輪
免
許
（
排
気
量
限
定
な
し
）
と
、

普
通
自
動
二
輪
免
許
（
排
気
量
四
〇

〇
㏄
以
下
と
一
二
五
㏄
以
下
の
二
種

類
）
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
現
行
の
、

免
許
取
得
年
齢
は
十
六
歳
以
上
で
す

が
、
大
型
自
動
二
輪
免
許
は
十
八
歳

以
上
と
な
り
ま
す
。
普
通
自
動
二
輪

免
許
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
十
六
歳

以
上
で
す
．

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
四
〇

〇
㏄
を
越
え
る
大
型
自
動
二
輪
車
の

教
習
が
制
度
化
さ
れ
、
指
定
自
動
車

教
習
所
で
教
習
を
受
け
、
卒
業
証
明

書
を
得
れ
ば
、
公
安
委
員
会
の
行
う

実
技
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
　
（
施

行
は
九
月
か
ら
で
す
が
、
教
習
所
が

正
式
な
指
定
を
受
け
、
実
際
に
利
用

で
き
る
の
は
来
年
の
春
ご
ろ
に
な
り

ま
す
）
．

　
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
へ
の
加
入

は
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
．

し
か
し
、
排
気
量
二
五
〇
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
に
は
車
検
制
度
が
な
い
た
め

に
、
自
賠
責
保
険
の
更
新
手
続
き
を

う
っ
か
り
忘
れ
た
ま
ま
の
「
無
保
険

バ
イ
ク
」
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
無
保
険
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
場
合

六
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円

以
下
の
罰
金
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
免
許
停
止
処
分
を
受
け
ま
す
。

何
よ
り
、
無
保
険
バ
イ
ク
で
事
故
を

起
こ
す
と
、
被
害
者
へ
の
損
害
賠
償

は
す
べ
て
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に

張
ら
れ
て
い
る
保
検
標
章
（
ス
テ
ッ

カ
ー
）
を
確
認
し
、
期
限
が
切
れ
て

い
る
場
合
は
す
ぐ
に
更
新
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

彦
彦
勢
彦
彦
彰
彦
彦
彦
彦
彦
彰
彦
魯
彦
彦
彦
彦
藷
ρ
彦
彦
彦
彦
彦
彦
勢
翻
ρ
彰
彦
彰

新庁舎へ移転

新潟県高齢者総合相談センター

　　住所と電話番号が変更

〒950新潟市上所2－2－2
　　新潟ユニゾンプラザ　3階

　相談電話　盈025－285－4165

　テレホンサービス　　盈025－281－5550

　会社の最低資本金が達成でき

ず、一解散とみなされてお困りの

会社経営者、並びにその取引先

の方の電話相談をお受けします。

【日時】8年9月18日（水）

　　　　　午前10時～午後3時

【電話】025－222－5099当日限壷）

【相談料】　無　料

【連絡先】新潟市古町通13番町

　　　　　　新潟県司法書士会

　　　　　　Tbl　O25－228－1589
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新しし、顔隙決まるノ

名
名

10

3
選挙（無投票）

推薦

　
任
期
満
了
に
伴
う
「
松
代
町
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
」
が
、
七
月

二
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

締
切
の
五
時
ま
で
に
は
、
定
数
十
名

の
立
候
補
届
け
し
か
な
く
無
投
票
で

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
議
会
推
薦
に

よ
る
二
名
、
農
協
推
薦
に
よ
る
一
名

も
決
ま
り
、
新
し
い
委
員
す
べ
て
が

決
ま
り
ま
し
た
．

　
新
し
い
委
員
の
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
任
期

は
、
平
成
十
一
年
七
月
十
九
日
ま
で

の
三
年
間
で
す
。

　
　
（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
称
略
）▲7月9日　山本選挙管理委員長から

　　　　　　当選証書が授与されました

鷺
象
馨
寒
象
§
馨
§
薯
馨
§
§
馨
§
§
§
ξ
§
§
§
馨
多
蜜
§
§
ξ
§
馨
§
蜜
議
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槻

㎜
　
農
業
委
員
会
の
主
な
仕
事
と
役
割
　
㎜
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断断槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻臓槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻

①
地
域
農
業
と
農
地
の
守
り
手

　
・
計
画
的
な
土
地
利
用

　
・
優
良
農
地
の
確
保

　
・
無
断
転
用
の
防
止

②
農
地
の
有
効
利
用
と
流
動
化
の

　
推
進
役

　
・
機
械
化
な
ど
に
よ
り
農
地
を

　
　
拡
大
し
た
い
人
と
高
齢
化
な

　
　
ど
に
よ
り
農
地
を
減
ら
し
た

　
　
い
人
と
の
仲
介
、
斡
旋
役

③
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
築
く

　
た
め
の
建
議
、
答
申
1
1
農
家
の

　
利
益
代
表

④
農
業
者
年
金
加
入
お
よ
び
受
給

　
手
続
き
の
お
手
伝
い

⑤
農
家
に
関
す
る
法
律
や
税
金
、

金
融
、
相
続
、
経
営
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
役

蟹
．
鯵
翻

　　’19　渋鍵儲覗
　　，r．．1漣．　朧0を胤こ吸

r
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
し

秋
山
正
行

佐
藤
健
一

佐
藤
元
芳

高
橋
吉
治

高
橋
了
一

武
田
　
久

59　59　65　60　66　44

歳歳歳歳歳歳

宮
澤
廣
一
郎
5
0
歳

山
岸
一
正
　
6
2
歳

山
本
慶
一
　
61
歳

若
月
一
郎
　
60
歳

会
社
員
清
水

農
業
　
室
野

農
業
儀
明

農
業
　
莇
平

農
業
　
田
沢

農
業
　
名
平

農
業
　
下
山

農
業
木
和
田
原

農
業
　
犬
伏

農
業
　
孟
地

小
堺
貞
男
　
60
歳
　
農
業
　
松
代

樋
口
克
巳
　
6
7
歳
　
農
業
　
松
代

宮
澤
一
慶
64
歳
町
議
下
山

槻槻猷槻槻槻断㎜槻㎜㈱㈱槻槻槻槻槻槻断槻騨蝋槻槻槻槻

　
な
お
、
七
月
二
十
二
日
に
開
催
さ

れ
た
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
議
会

推
進
の
宮
澤
一
慶
氏
が
農
業
委
員
会

の
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

i藝

出し入れを考えた

　ものの配置を

　
ふ
す
ま
を
開
け
た
ら
、
押
入
の
中

の
収
納
物
が
崩
れ
落
ち
て
き
た
。
あ

れ
こ
れ
積
み
込
み
過
ぎ
て
、
ど
こ
に

何
を
入
れ
た
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
…
。
そ
ん
な
経
験
、
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
押
入
は
、
単
に
物
が
た
く
さ
ん
納

ま
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
が
、

す
ぐ
分
か
り
、
出
し
入
れ
は
い
つ
も

ス
ム
ー
ズ
！
と
い
っ
た
キ
チ
ン
と
し

た
管
理
が
で
き
て
こ
そ
上
手
な
収
納

と
い
え
ま
す
。

　
原
則
は
、
良
く
使
う
も
の
を
手
前

に
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
奥
に
入
れ

る
こ
と
。
市
販
の
押
入
タ
ン
ス
や
キ

ャ
ス
タ
ー
付
き
の
ボ
ッ
ク
ス
ワ
ゴ
ン

な
ど
を
利
用
す
る
と
、
押
入
の
奥
も

有
効
に
使
え
、
収
納
物
を
取
り
出
し

易
く
な
り
ま
す
。
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
な
ら
中
身
が
一
目
で
分
か
り
、

よ
り
便
利
。
組
立
式
の
カ
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
横
に
ね
か
せ
る
の
も
、
奥
の

デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
の
に
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児
童
扶
養
手
当
ど
は

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
目
的
は
、
母
子
家
庭
な

ど
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自
立
を

促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

晃
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
　
受
け
ら
れ
る
人

　
手
当
は
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
（
障
害
児
に
つ
い
て

は
二
十
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る

母
、
ま
た
は
母
に
代
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
法
施
行
令
に
定
め
る
程
度
の

障
害
の
状
態
（
年
金
の
障
害
等
級
一

級
程
度
）
に
あ
る
児
童
で
公
的
年
金

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
（
お
き
ざ

り
）
に
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年

以
上
拘
禁
（
刑
務
所
な
ど
に
入
所
）

さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童
（
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童

を
除
く
）

直
江
津
信
用
金
庫
松
代
に
進
出
！

　
七
月
四
日
、
松
代
ふ
る
さ
と
会
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
『
直
江
津
信
用
金

庫
松
代
・
松
之
山
信
友
会
の
設
立
総

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
松
代
・
松
之
山
両
町
か
ら

約
七
十
人
が
出
席
し
、
会
則
や
事
業

計
画
、
収
支
予
算
な
ど
を
協
議
し
、

小
野
島
義
隆
氏
を
会
長
と
す
る
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
信
友
会
は
、
来
春
開
業
す
る

「
ほ
く
ほ
く
線
開
業
」
に
合
わ
せ
、

直
江
津
信
用
金
庫
に
出
店
を
要
請
す

る
た
め
今
年
の
五
月
か
ら
設
立
準
備

会
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
。
会
員
数

は
、
七
十
三
名
（
松
代
五
十
五
名
、

松
之
山
十
八
名
）
。
役
員
の
任
期
は

二
年
。
今
年
度
は
、
経
営
者
研
修
会

や
経
済
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
地

域
経
済
の
発
展
や
向
上
に
結
び
つ
け

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
直
江
津
信
用
金
庫
」
は
、
大
正

十
四
年
に
創
業
、
今
年
で
七
十
一
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
浦
川
原
支
店
を

始
め
、
上
越
地
域
の
各
地
に
支
店
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
　
「
開
設
に
は
、

大
蔵
省
の
認
可
が
必
要
な
た
め
時
期

は
確
約
で
き
な
い
が
来
年
の
夏
こ
ろ

に
は
出
店
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

手
当
を
受
け
る

　
　
　
　
　
手
　
続
　
き

　
扶
養
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

の
認
定
請
求
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま

す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
住

所
地
の
市
町
村
の
福
祉
担
当
窓
口
へ

次
の
書
類
を
添
え
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
〈
添
付
書
類
〉

①
請
求
者
、
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
・
本
籍
が
わ
か
る
も
の
）

③
口
座
振
替
申
込
書

（
金
融
機
関
の
確
認
印
が
必
要
で
す
）

④
印
鑑
、
そ
の
他
必
要
な
書
類

（
該
当
事
由
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る

書
類
が
あ
り
ま
す
）

》
七
月
四
日
　
ふ
る
さ
と
会
館

　
　
　
　
信
友
会
設
立
総
会

有
効
で
す
．

　
押
入
で
最
も
場
所
を
と
る
の
が
来

客
用
の
布
団
や
座
布
団
、
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
の
毛
布
な
ど
で
し
ょ
う
。
使
わ

な
い
布
団
類
を
下
に
し
ま
い
、
そ
の

上
に
日
常
使
う
布
団
を
載
せ
る
な
ど

の
積
み
重
ね
方
式
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
は
下
の
布
団
が
傷
む
だ
け

で
な
く
、
上
に
積
ん
だ
も
の
も
安
定

せ
ず
お
薦
め
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

場
合
、
上
下
二
段
に
分
か
れ
て
い
る

押
入
を
も
う
一
区
切
り
分
割
し
て
、

上
部
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
生
か
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
棚
を
作
り
つ

け
な
く
て
も
、
例
え
ば
、
同
じ
高
さ

の
押
入
タ
ン
ス
を
押
入
の
両
端
に
置

き
、
そ
の
上
に
板
を
渡
す
だ
け
で
立

派
な
棚
に
な
り
ま
す
。

　
ど
こ
に
何
を
入
れ
た
か
分
か
ら
な

く
な
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
収
納
時
に

押
入
の
図
解
メ
モ
を
作
る
の
が
確
実

な
方
法
。
収
納
物
を
写
真
に
撮
っ
て
．

お
く
の
も
便
利
で
す
。
そ
れ
ら
を
押

入
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
な
ど
に
張
っ

て
お
け
ば
、
久
し
振
り
に
使
う
物
も

迷
わ
ず
探
し
当
て
ら
れ
ま
す
。

）、
　
へ
　
◎酬

σ

”
：
》
迩
・

鎌

、
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医
療
費
助
成
事
業

　
　
創
設
し
ま
し
た
。

　
平
成
八
年
八
月
一
日
よ
り
、
従
来

の
乳
児
の
医
療
費
助
成
事
業
に
加
え

て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
一
歳

児
を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
助
成
を

下
記
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
額
に
よ
っ
て
対
象

と
な
ら
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ン溺．

【
対
象
年
齢
】

　
一
歳
児
（
満
一
歳
の
誕
生
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
、

満
二
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の

末
日
ま
で
の
も
の
》

【
補
助
対
象
】
　
入
院
医
療
費
の
み

【
所
得
制
限
】

生
活
福
祉
資
金
制
度
準
用

　
平
成
八
年
度
基
準
額
は
年
間
世

帯
内
合
計
所
得
額
〈
一
千
万
円
〉

・
『
印
鑑
証
明
書
』
の
交
付
に
は

【
一
部
負
担
額
】

　
　
　
一
日
に
つ
き
七
一
〇
円

【
助
成
方
法
】

　
医
療
機
関
に
自
己
負
担
額
を
支

払
っ
た
後
、
町
か
ら
助
成
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
役
場
住
民
課

国
保
衛
生
係
　
盈
七
－
二
二
二
〇

・
「
印
鑑
登
録
証
」
（
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す

》
松
代
町
で
は
赤
い
カ
ー
ド

　
印
鑑
証
明
書
の
交
付
請
求
、
お
よ

び
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
は
、
次
の
事

項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
印
鑑
証
明
書
】

①
必
要
と
す
る
方
の
「
印
鑑
登
録
証
」

　
（
カ
ー
ド
）
を
、
必
ず
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。

②
ご
本
人
で
も
、
代
理
人
の
方
で
も

　
「
印
鑑
登
録
証
」
の
提
示
が
あ
れ

　
ば
印
鑑
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

③
「
印
鑑
登
録
証
」
の
ご
提
示
が
な

　
け
れ
ば
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
は

い
た
し
ま
せ
ん
．

【
印
鑑
登
録
】

①
必
ず
ご
本
人
が
「
実
印
」
と
本
人

　
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

②
代
理
人
の
方
は
、
ご
本
人
か
ら
の

　
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
住
民
課
　
戸
籍
住
民
係
ま
で

　
盈
七
i
二
二
二
〇
（
内
線
二
六
）

1年に1度の大切な届け
年金コーナー

現況届は
誕生月の末日までに！ク

（
θ
、
、

，
轡
攣

薦
・

　
年
金
を
引
き
続
き
一
年
以
上
受
け

て
い
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
初
め
ご

ろ
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
現
況
届
の

用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
押
印
し
た
う
え
で
住
所

地
の
市
長
村
長
の
証
明
を
受
け
、
切

手
を
貼
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る

人
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
、
年

に
一
度
の
大
切
な
届
け
で
す
。

　
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
年

金
の
支
払
が
「
一
時
停
止
」
さ
れ
ま

す
の
で
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
必

ず
到
着
す
る
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
用
紙
を
な
く
し
た
と
き

は
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
か

社
会
保
険
事
務
所
で
用
紙
を
も
ら
っ

て
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　平成8年10月から住宅金融公

庫の金利体系が変わります。

　公庫のおすすめする質の良い

住宅（基準金利適用住宅）にす

ると、低い金利で融資が受けら

れます。

　基準金利適用住宅

　　（次のうちいずれか選択）

■バリアフリータイプ…今後の

　　長寿社会に対応した住宅

■耐久性タイプ…構造上主要な

　　部分の耐久性を高めた住宅

■省エネタイプ…エネルギーの

　　効率的利用に配慮した住宅

問い合わせ先：住宅金融公庫

北関東支店　盈0272－32－6656

　または、最寄りの公庫業務

　　　　　　取扱金融機関まで
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こ

こ
ろ
だ
っ
て

風
邪
を
ひ
き
ま
す

　
病
気
と
い
う
と
「
胃
が
痛
い
」
、

「
肝
臓
の
調
子
が
ど
う
も
」
は
た
ま

た
「
心
臓
が
ど
う
の
こ
う
の
」
と
か

お
し
っ
こ
の
出
が
悪
い
な
ど
が
思
い

浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
よ
う
か
。

　
病
気
と
い
う
と
、
お
な
か
や
胸
な

ど
と
い
っ
た
胴
体
の
一
部
が
第
一
、

あ
と
は
腰
や
足
、
肩
や
腕
が
痛
い
・

曲
が
ら
な
い
と
か
、
頭
の
部
分
で
は

中
気
（
中
風
）
だ
と
か
。
あ
っ
、
そ

う
そ
う
、
一
番
多
い
の
は
風
邪
か
な
。

　
思
わ
ず
ウ
ン
ウ
ン
と
う
な
ず
い
て

し
ま
っ
た
で
し
ょ
っ
。
じ
ゃ
あ
、
中

気
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
と

手
や
足
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
か
い
よ
う

び
れ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
胃
潰
瘍
は

胃
が
痛
～
い
し
、
肝
臓
だ
っ
た
ら
疲

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん

れ
や
す
か
っ
た
り
、
癌
は
症
状
が
な

い
う
ち
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
り
。

　
さ
～
て
さ
て
、
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

①
疲
れ
や
す
い

②
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ

ビu
　
　
婦

＠
切
健

暑
　
保

③
気
持
ち
の
落
ち
込
み

　
こ
れ
に
加
え
、
不
眠
・
食
欲
不
振

こ
の
状
態
が
一
週
間
以
上
続
く
。

　
さ
～
て
何
だ
ろ
う
？

　
い
っ
た
い
ど
こ
の
病
気
だ
ろ
う
？

答
は
、
　
『
こ
こ
ろ
の
風
邪
』
で
す
。

こ
こ
ろ
な
ん
て
、
身
体
の
ど
こ
に
あ

る
の
よ
っ
！
と
思
う
で
し
ょ
。

「
胸
だ
っ
た
ら
心
臓
か
し
ら
」
　
「
お

な
か
な
ら
胃
の
あ
た
り
か
な
？
」

　
『
実
は
、
頭
』
な
ん
で
す
よ
。

そ
～
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
分
か
る
よ
っ

て
方
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

　
と
に
か
く
、
頭
の
中
に
あ
る
ん
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ろ
（
頭
）
は

心
臓
に
も
胃
に
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
こ
ろ
が
風
邪
を
ひ
く
と

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

眠
れ
な
く
な
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く

な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
悪

い
こ
と
ば
か
り
考
え
た
り
。
人
が
励

ま
し
て
く
れ
れ
ば
く
れ
る
ほ
ど
落
ち

込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
な
～
ん
に
も

す
る
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
わ
け
で
す
。
ね
っ
、
な
ん
か
経

験
し
た
こ
と
が
あ
る
な
あ
と
思
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
を
『
う
つ
状
態
』

あ
る
い
は
『
う
つ
病
』
と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
気

で
、
そ
こ
ら
中
に
こ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。
最
初
に
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ

ろ
（
頭
）
の
風
邪
な
の
で
す
。

　
「
五
人
に
一
人
の
人
が
、
一
生
に

一
度
は
か
か
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

よ
く
あ
る
病
気
で
す
。

　
早
く
見
つ
け
て
、
充
分
な
治
療
を

す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す
。

　
た
だ
、
高
齢
者
の
場
合
は
単
な
る

心
身
の
衰
え
と
思
わ
れ
が
ち
で
、
気

づ
か
れ
な
い
ま
ま
に
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
松
代
町
で
は
、
お

盆
が
終
わ
っ
て
静
か
に
な
っ
た
時
や

農
繁
期
で
回
り
が
忙
し
い
時
期
に
な

り
や
す
い
よ
う
で
す
。

　
気
に
な
っ
た
時
は
、
主
治
医
の
先

生
に
お
話
し
し
て
み
た
り
、
保
健
婦

に
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

噌　レー一噂　レー一唖レー『噂レ咽卜一一噂レー一噂レー一噂レー『噂レー『q←一一6レー一司一レー一醐一レー一噂レー一噂レー一鴫レー一qレー一トー一噂レー一噌レー一噌レー一喝レ州卜一一噂レー一噂レー一噂レ咽卜一呵卜一噸レー一噂レー一噂一レー一噌レー一一，一レー一噂レー一q卜一一喝P一一噂ひ一一噂＿レ＿＿“＿＿噂レ＿＿聞卜＿＿噌レ＿＿噂レー圃レ＿噌レ＿＿．レ＿＿咽

を
キ
ビ
タ
キ
の
噂

り
を
聞
き
、
ブ
ナ

の
枯
れ
葉
を
踏
ん

で
散
策
す
る
と
白

い
透
明
感
の
あ
る

幽
霊
の
よ
う
な
植

物
に
出
会
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
イ
チ
ヤ

ク
ソ
ゥ
科
の
ギ
ン

リ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
銀

　
　
　
　
　
　
ふ

竜
草
）
と
い
う
腐

　
松
代
町
の
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

を
観
察
す
る
！
な
ど
と
「
肩
ひ
じ
」

張
ら
ず
に
、
　
「
の
ぞ
き
歩
き
」
し
た

程
度
の
軽
い
気
持
ち
で
一
緒
に
歩
い

て
み
ま
し
よ
う
。

　
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ

　
福
島
に
は
『
森
林
浴
公
園
ま
る
や

ま
』
と
い
う
す
ば
ら
し
い
ブ
ナ
の
純

木
が
あ
り
、
眼
下
に
は
城
川
ダ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た

建
設
が
進
み
完
成
し
て
水
を
湛
え
れ

　
　
　
　
協

ば
と
て
も
助
め
が
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
林
の
中

　
　
　
　
　
　
さ
季
　
　
』

せ
い生

植
物
で
半
透
明
な
感
じ
か
ら
別
名

を
ユ
ウ
レ
イ
タ
ケ
と
も
い
い
ま
す
。

　
秋
に
な
っ
て
キ
ノ
コ
の
季
節
に
も

や
は
り
こ
れ
に
似
た
半
透
明
の
も
の

が
出
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア
キ
ノ
ギ
ン

リ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
秋
の
銀
竜
草
）
で
別

名
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
モ
ド
キ
と
い
う

仲
間
な
の
で
す
．

　
も
う
一
つ
の
仲
間
に
シ
ャ
ク
ジ
ョ

ウ
ソ
ウ
（
錫
杖
草
）
と
い
う
淡
黄
褐

色
の
も
の
が
カ
ラ
マ
ツ
林
な
ど
で
た

ま
に
見
つ
か
る
こ
・
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
う
ろ
こ

　
こ
れ
ら
は
葉
が
鱗
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
』
葉
緑
素
が
な
く
、
菌
を
根

元
に
宿
し
て
共
に
生
き
る
形
で
菌
か

ら
栄
養
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
．

　
よ
く
キ
ノ
コ
の
一
種
だ
と
か
誤
解

し
て
持
ち
込
む
人
が
あ
り
ま
す
し
、

気
味
悪
が
っ
て
敬
遠
す
る
人
も
あ
り

ま
す
。
う
す
暗
い
林
の
中
の
妖
精
と

見
て
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
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▼晴れやかな『民踊流し』

今年は北越急行の社員

　さんも、暑さの中を参

加していただきました。 久しぶり！梅雨明けに開催された

ン

〈
「
ガ
ン
バ
レ
！
と
う
ち
ゃ
ん
」

　
最
終
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
『
丸
太
早
切
大
会
』

い
萎

だつま

▼微風の中の大花火大会
　（手前は、ふるさと会館、まつだい駅）

来春開業のほくほく線を祝い、

打ち上げられた花宋は圧巻でした。

灘轟蘇懸灘麟
　　黎麟纈繁灘繊

　　　　譲鑛難鑛

松代町騰麟繕欝選饗綴籔響加

うらがわ馨籔繍・

　　　大池雛鑑i懸の森駅

　5．1kmを歩き叢馨た。

ごくる韓整ま！

　羅翻鎚灘

　難樂緩灘雛織

　繍懲籔繍騨
纏縁i繊羅繋緩i叢箋篠

籍畿ひる，

　　　　鱗
主催

峰方灘穰絶タ実行委員会



　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　雛2購鰍諮会1

　　　　　　　　　　　　　　纈i　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　：　　　松代Bチームが優勝！　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪　　　　　　　　　　　　　、瓢一
　　　　　　　　　　　　　墨鰯l

i東頸まちづくり塾　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　黒岩秩子さんの講演をi一
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

i　のお話に、120人の参加者は引き　　i
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膣

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　きれいに花が咲きました

　　・松代城跡公園キャンプ場

景色は抜群！　今年からすぐ下を

中山間地農道が走り、更に便利。

登録された1チーム10名以内の選手が順次交代

しながら自チームのタスキを決められた区域

内でリレーしつづけ、それぞれのチームが

約2．1kmの周回コースを24時間で何周で

きるかを競うものです。

　　　　完走証、参加賞他

　　　　　　9月5日（必着）

松代町総合体育館内

ロ・マン24inまつだい

『24時間耐久リレーマラソン』

事務局宛　802559（7）3752

　　　　FAX（7）3134

ショウブとアジサイはみごとでした。

10月5日出正午
　　　　～

10月6日（日）正午

松代町クロスカントリー一コース

高校生以上の一般アマチュア

競技者に限る。　（男女不問）

15，000円（1チーム）

9



池
尻防

火
立
て
看
板

　
松
代
分
遣
所
で
は
、
夏
の
火
災
予

防
運
動
（
八
月
十
一
日
～
二
十
日
）

実
施
に
と
も
な
い
、
池
尻
交
差
点
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
火
看
板
の
衣
替

え
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
松
代
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
は

じ
め
、
町
内
の
草
花
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
分
遣
所
職
員
の
手
づ
く
り

の
作
品
で
す
．

　
「
無
火
災
が
一
日
も
長
く
続
き
ま

す
よ
う
に
」
と
、
町
・
消
防
団
・
分

遣
所
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第3セクターバス

　会社名

　　とうけい

『葛翻躍みに
決定しました。

五
月
号
で
募
集
し
た
新
バ
ス
会
社

の
名
称
が
、
七
月
二
十
二
日
に
開
か

れ
た
第
三
セ
ク
タ
i
設
立
準
備
会
で

『
東
頸
バ
ス
』
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
九
十
一
通
、
松
代
町
の

応
募
分
は
十
通
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
十
月
に
開
業
が
予
定
さ
れ

て
い
る
『
東
頸
バ
ス
』
は
、
本
社
を

浦
川
原
村
に
置
き
、
営
業
所
を
浦
川

原
村
と
松
代
町
の
ニ
カ
所
に
し
て
運

行
を
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
の

春
に
開
業
す
る
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の

開
業
に
配
慮
し
な
が
ら
、
四
月
に
は

運
行
ダ
イ
ヤ
の
大
幅
な
見
直
し
作
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ほくほく線開業記念カップ

綱引き予選大会

平成8年10月26日仕）

松代町　総合体育館

《
参
加
資
格
》

　
松
代
町
・
松
之
山
町
の
在
住
者

ま
た
は
職
場
の
あ
る
者
と
す
る
。

《
チ
ー
ム
編
成
》

　
監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
除
き

混
合
十
人
編
成
（
男
五
、
女
三
、

小
学
生
二
人
）
で
一
チ
ー
ム
。

選
手
の
重
複
登
録
は
認
め
ま
せ
ん
。

《
申
し
込
み
》

　
松
代
・
松
之
山
の
各
振
興
課
、

J
A
し
ぶ
み
本
所
、
支
所
に
備
え

付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
出
場
町

名
、
チ
ー
ム
名
、
出
場
登
録
選
手

名
を
記
入
し
、
十
月
十
日
ま
で
に
。

《
試
合
方
法
》
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
リ
ー
グ
戦

も
有
り
。
組
合
せ
は
開
会
式
で
。

引
揚
者
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

戦
地
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
当
た
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
返
し
を
す
る

通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

囹
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・

海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

　
一
試
合
三
回
戦
勝
負
、
二
回
先
勝

し
た
チ
ー
ム
を
勝
ち
と
す
る
。

　
不
正
発
覚
の
場
合
は
失
格
と
す
る
。

《
表
彰
》

　
・
優
勝
“
現
金
三
万
円

　
・
準
優
勝
“
現
金
二
万
円

　
・
三
　
位
隔
現
金
一
万
円

（
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
）

　
・
各
町
上
位
ニ
チ
ー
ム
“
賞
品

　
・
参
加
賞
肺
全
チ
ー
ム
に
一
万
円

《
そ
の
他
》

　
　
こ
の
予
選
会
は
、
十
一
月
九
日

　
に
沿
線
十
七
市
町
村
で
行
わ
れ
る

　
『
第
一
回
ほ
く
ほ
く
線
カ
ッ
プ
綱

　
引
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
』
出
場
チ
ー

　
ム
（
町
村
別
上
位
ニ
チ
ー
ム
）
の

　
選
抜
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

囹
外
地
の
集
積
地
で
、
総
領
事
館
な

ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ

の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合
わ
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実

際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

も
調
査
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
上
陸
港
が
新
潟
以
外
の
場
合

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
〒
九
五
〇

　
　
新
潟
市
竜
が
島
一
i
五
－
四

　
　
　
　
　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

　
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　
盈
0
2
5
1
2
4
4
1
9
3
1
4
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おめでとう

劉堕堕

小堺あゆみさん

　「走高跳」で

全国

高校総体出場！

　
運
動
部
や
文
化
部
が
さ
ら
に
充
実

し
、
新
聞
な
ど
で
県
下
に
そ
の
名
を

と
ど
ろ
か
す
県
立
松
代
高
等
学
校
。

　
今
年
は
、
三
年
生
の
小
堺
あ
ゆ
み

さ
ん
（
蓬
平
・
小
堺
板
金
）
が
、
八

月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
甲
府
市
で

開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体

　叢、

認蓬慧

育
大
会
の
「
女
子
走
高
跳
」
出
場
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
時
代
か
ら
走
高
跳
で
活
躍

し
て
い
る
小
堺
さ
ん
は
、
六
月
二
十

三
日
、
福
井
市
で
行
わ
れ
た
北
信
越

大
会
で
二
位
の
成
績
を
お
さ
め
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
全
国
を
相
手
に
、
の
び
の
び
と
し

た
プ
レ
ー
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
越
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼写真は十日町市武道館で

斉
木
真
也
く
ん
準
優
勝
〃　

去
る
七
月
＋

三
日
、
上
越
市

総
合
体
育
館
に

お
い
て
上
越
地

区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
大
会

が
開
催
さ
れ
、

小
学
校
五
・
六

年
生
の
部
個
人

戦
に
お
い
て
、

松
代
小
学
校
六

年
の
斉
木
真
也

こ
れ
は
ス
ゴ
イ
！
　
　
　
な
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

百
合
1
本
か
ら
　
5
0
個
の
花
が
…

（
滝
沢
）

　
　
　
　
滝
沢
の
佐
藤
堅
一
さ
ん
（
お
も
や
）

画
暴
鷲
聾
転
翫
瘤
餉

劉回劉堕堕

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ヤ
マ
ユ
リ
は
、
三
年
ほ
ど
前

に
花
好
き
な
お
嫁
さ
ん
が
、
山
の
畑

▲花は下から咲きました

か
ら
玄
関
前
に

移
植
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
昨

年
ま
で
は
ご
く

普
通
に
咲
い
て

い
た
そ
う
で
す
。

「
ユ
リ
は
一
年

に
一
個
ず
つ
花

が
増
え
る
」
と

い
う
話
を
聞
い

て
い
た
の
に
、
数
え
て
み
た
ら
五
十

個
。
あ
ま
り
の
多
さ
に
驚
い
た
そ
う

で
す
．

　
約
二
層
の
茎
丈
、
茎
の
根
本
は
直

径
五
独
．
の
棒
状
で
、
一
㌶
く
ら
い
か

ら
は
平
板
状
と
な
っ
て
、
い
た
る
と

こ
ろ
か
ら
枝
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

何
本
か
が
寄
り
集
ま
っ
た
も
の
で
な

く
、
正
真
正
銘
一
本
の
百
合
で
し
た
。

　
七
月
二
十
五
日
、
花
が
少
し
咲
き

始
め
た
と
い
う
の
で
伺
い
、
写
真
撮

影
。
近
づ
く
と
、
百
合
特
有
の
甘
く

強
い
香
り
が
た
ち
こ
め
て
い
ま
し
た
。

献血功労

齋藤一良さん

（田野倉）

県知事表彰

　
四
十
回
以
上
献
血
さ
れ
、
地
域
や

職
場
で
特
に
他
の
模
範
と
な
る
方
を

表
彰
す
る
「
献
血
功
労
者
新
澱
県
知

事
表
彰
」
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
七

月
三
十
一
日
、
新
潟
市
の
厚
生
年
金

会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
松
代
町
か

ら
は
齋
藤
一
良
さ
ん
（
田
野
倉
）
が

献
血
回
数
百
三
回
で
推
薦
さ
れ
、
当

君
（
松
代
・
原
の
桶
屋
）
が
準
優
勝

を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
斉
木
君
は
、
小
学
校
一
年
生
の
時

か
ら
剣
道
教
室
に
通
い
は
じ
め
、
毎

年
精
勤
賞
に
輝
く
優
等
生
。
熱
心
な

練
習
の
積
み
重
ね
で
、
二
年
く
ら
い

前
か
ら
は
大
会
ご
と
に
毎
回
の
入
賞
。

今
大
会
も
一
回
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち

進
み
、
決
勝
で
も
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
が
惜
し
く
も
準
優
勝
。

　
上
越
地
区
の
代
表
と
し
て
、
八
月

二
十
五
日
、
分
水
町
総
合
体
育
館
で

開
催
予
定
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
す

が
、
入
賞
を
目
指
し
て
練
習
に
励
む

毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　
ガ
ン
バ
レ
！
斉
木
君

　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
柳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
搬
陀

　
　
　
　
冷
織

　
　
　
　
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜜

◎
蔑
　
　
．
，
．
　
蔦

　
　
　
、
－
廓
　
　
　
　
ノ
’

　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
穐

　
　
　
　
　
　
硯
3
』
　
㌔

　
　
　
　
　
　
。
．
亭

日
の
式
典
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
献
血
は
『
温
か
な
心
の
贈
り
物
』

町
内
で
の
こ
れ
か
ら
の
日
程
は
、
八

月
二
十
七
日
「
し
ち
ん
ち
祭
り
」
の

会
場
で
全
血
献
血
、
十
月
二
十
九
日

と
十
一
月
二
十
九
日
に
成
分
献
血
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ほ
く
ほ
く
線

開
通
へ
あ
と

　
東
京
松
代
会

　
　
　
会
長

　
「
線
路
の
な
い
時
刻
表
」
と
い
う

本
の
中
に
、
著
者
宮
脇
俊
三
氏
は
、

「
北
越
北
線
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
取
材
の
た
め
に
十
日
町
市

を
訪
れ
、
松
代
町
に
向
か
う
時
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和
五
十
六
年
二
月
）

　
「
十
日
町
か
ら
松
代
ま
で
は
ご
く

近
く
、
直
線
距
離
に
す
れ
ば
十
三
キ

ロ
し
か
な
い
が
、
途
中
『
薬
師
峠
』

と
い
う
と
り
わ
け
雪
の
深
い
難
所
が

あ
っ
て
冬
は
車
が
通
れ
な
く
な
る
と

い
う
。
北
越
北
線
が
開
通
す
れ
ば
、

ト
ン
ネ
ル
の
連
続
で
直
進
す
る
か
ら

十
分
余
り
で
到
達
で
き
る
の
だ
が
、

目
下
の
所
は
い
っ
た
ん
柏
崎
へ
出
て

直
江
津
を
廻
る
の
が
最
短
ル
ー
ト
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
十
三
キ

ロ
離
れ
た
地
点
に
行
く
の
に
、
そ
の

一
息

　
　
　
市
川
　
昭
二

十
倍
近
い
百
二
十
キ
ロ
も
の
迂
回
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

あ
ま
り
に
も
阿
呆
ら
し
い
…
。
歩
い

て
行
け
な
い
で
し
ょ
う
か
と
云
う
と

と
ん
で
も
な
い
と
諭
さ
れ
、
結
局
、

迂
回
し
た
。
」

　
ほ
く
ほ
く
線
開
通
を
温
か
い
眼
差

し
で
見
つ
め
る
著
者
さ
え
も
阿
呆
ら

し
い
と
い
う
土
地
に
私
た
ち
は
暮
ら

し
、
長
年
不
便
に
耐
え
て
き
た
。
着

工
以
来
三
十
四
年
、
ほ
く
ほ
く
線
開

通
は
い
よ
い
よ
最
後
の
段
階
に
入
っ

た
。
全
線
レ
ー
ル
が
敷
き
終
り
、
中

間
地
の
松
代
で
去
る
四
月
十
五
日
、

「
締
結
式
」
が
行
わ
れ
た
。
　
「
新
し

い
車
両
が
お
目
見
え
し
た
！
」
秋
の

取
り
入
れ
が
済
ん
だ
十
一
月
に
は
試

運
転
が
始
ま
る
。
ふ
る
さ
と
か
ら
の

ニ
ュ
ー
ス
は
開
通
へ
の
模
様
を
刻
々

と
伝
え
て
く
る
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
多
く

の
先
達
が
努
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
だ

ろ
う
か
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
捧
げ

る
と
共
に
、
私
ど
も
東
京
松
代
会
は

『
郷
里
の
鉄
通
開
通
』
と
い
う
歴
史

的
快
挙
を
町
民
の
皆
様
方
と
共
に
喜

び
、
松
代
町
の
益
々
の
発
展
を
願
っ

〉
7
月
2
0
日
の
松
代
駅
舎
。

　
　
　
8
月
末
に
は
完
成
見
込
み
。

て
お
祝
い
の
敬
意
を
表
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
諸
兄
姉
に
は
、
ほ
く
ほ
く
線

開
通
に
か
か
わ
る
お
祝
い
の
募
金
に

つ
い
て
の
お
願
い
を
致
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
紙
上
を
借
り
て
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

摺一

東
京
松
代
会

　
会
報
第
6
号
（
平
成
9
年
－
月
－
日
付
け
1
2
月
製
作
・
発
送
）

㌔
聞
◎
隔
鴨
陰
し
噛
、
鞠
、
1
隔
亀
噺
ー
、
隔
馬
ー
鴨
ー
馬
亀
、
ー
、
亀
鴨
鞠
、
o
、
亀
噺
ー
馬
馳
、
ー
、
鞠
、
亀
鴨
ー
馬
1
、
1
、
』
陶
－
陶
』
隔
鴨
、
ー
覧
亀
、
ー
、
馳
し
1
噂
睡
』
ー
隔
隔
、
贈
噺
ー
、
亀
し
ヒ
鷺
働
1
、
ー
馬
亀
し
ー
、
噛
、
亀
鴨
1
、
』
隔
ー
、
隔
隔
贈
、
馳
、
ー
陶
亀
鴨
剛
馬
亀
』
1
、
亀
鴨
ー
、
ー
、
1
、
ー
噂
馳
、
ー
、
馳
、
亀
噺
ー
、
亀
鴨
亀
、
』
噺
1
、
ー
働
ー
、
亀
鞠
o
㌧
略
㌧
ー
、
嚇
、
1
鴨
－
隔
1
、
葛
し
ー
、
亀
㌧
唾
覧
』
噺
亀
魁
ー
、
1
、
亀
、
』
、
1
鴨
l
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　　　　　　層’　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　’一　　　　　　　　　　　　　’一　　　　　　　　　　　　r一　　　　　　　　　　　　’層　　　　　　　　　　　8‘　　　　　　　　　　　’一　　　　　　　　　　　ダσ　　　　　　　　　　’一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　一」　　　　　　　　一σ　　　　　　　　96　　　　　　　－」　　　　　　　曜’　　　　　　　一　’　　　　　　8’　　　　　　8一　　　　　曜ρ　　　　　一一　　　　一ダ　　　　σ『　　　　’　　　’一　　　ρ8　　r響　　’8　　虚　一　’　グ
’一グー躍

｛・図F舜東京

だより

7／6　ほくほく線開通記念事業

　　　第一回実行委員会開く

　　　池袋　太田屋　出席12名

7／12　広報委員会　会報第6号

　　　発行について＝県人会館

　　　　　　　　　　出席8名

趣味の会

　6／30釣りクラブ二潮干狩り

　　　木更津金田海岸　㊧40名

　目帰りはとバス旅行

　　　　　　　　　ご案内

　
　
　
　
　
　
　
原
稿
及
び

《
原
稿
》
あ
な
た
の
近
況
、
身
近
な

　
　
話
題
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
な
ど

　
※
特
集
「
ほ
く
ほ
く
線
に

　
　
　
　
　
　
　
期
待
す
る
も
の
」

　
あ
の
鉄
道
が
開
通
す
る
…
、
大
変

お
め
で
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
目

前
に
迫
っ
た
開
通
を
祝
し
、
こ
の
第

6
号
で
「
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
と
、
更
に
今
後
期

待
す
る
も
の
」
の
特
集
を
企
画
し
ま

し
た
。
ど
な
た
様
も
奮
っ
て
ご
投
稿

く
だ
さ
い
。
　
（
八
○
○
字
以
内
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
歓
迎
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
1
例
1

・
初
め
て
上
京
し
た
鉄
道
の
思
い
出

・
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通
し
た
ら

・
あ
の
郷
里
に
「
ほ
く
ほ
く
線
」

・
松
代
町
に
私
は
こ
う
期
待
す
る

《
広
告
》
有
料
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
り
名
　
　
　
　
㈲
発
も

　
　
狩
4
0
　
　
　
　
日
歯
た

広
告
募
集
！

　
　
ど
な
た
様
も
ご
掲
載
く
だ
さ
い
。

　
　
　
一
ぺ
ー
ジ
　
六
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
％
ぺ
ー
ジ
　
三
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
％
ぺ
ー
ジ
　
ニ
○
、
○
○
○
円

　
　
　
翅
ぺ
ー
ジ
　
一
五
、
○
○
○
円

　
　
※
他
に
会
報
製
作
費
や
発
送
費
に

　
　
　
充
当
の
た
め
、
ご
寄
付
も
募
っ

　
　
　
て
い
ま
す
。

　
《
締
め
切
り
》
原
稿
・
広
告
と
も

　
　
　
平
成
八
年
十
月
十
五
日
（
火
）

　
《
送
り
先
》
〒
一
〇
一
　
東
京
都

　
　
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
－
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
葉
宛
て

　
　
花
0
3
1
3
2
9
4
1
5
2
2
5

　
　
　

　
　
陀
0
3
－
3
2
9
1
1
1
9
3
1

　
《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
　
各
地
区
の
副
会
長
、
ま
た
は
広
報

　
委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
東
京
松
代
会
　
広
報
委
員
会

お
　
　
　
長
1

★日　　時　平成8年10月6日

　　　　　　午前10時10分出

　ぞくぞく希望者あり。あなた

申し込んでみませんか。

★地区副会長・事業委員まで、

　電話ください。

★締め切り　8月31日仕）

　　　　　武田晃平事業委員

　　丁61048－772－108

”
－
、
陰
・
1
噺
隔
腎
閣
、
隔
・
ー
噺
亀
・
亀
、
ー
、
o
・
鞠
噺
1
、
亀
『
1
・
ー
腎
ー
馬
暗
・
専
、
ー
噺
1
、
ー
噺
』
㌧
ー
隔
』
、
亀
噂
ー
、
亀
臨
ー
・
騒
、
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露封
　
　
短
　
　
　
歌

訪
ず
れ
る
人
の
少
な
き
城
山
に

紫
陽
花
菖
蒲
競
ひ
咲
き
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桓
　
　
　
コ
メ

振
れ
る
緑
の
山
に
囲
ま
る
る

こ
の
平
穏
を
ひ
そ
か
に
誇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

窓
越
し
の
狭
き
わ
が
庭
　
紫
陽
花
の

玉
重
た
げ
に
青
き
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
徳
枝

雨
ぐ
も
る
渋
海
川
辺
の
草
む
ら
に

河
鹿
の
声
は
鈴
振
る
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

竿
先
を
陣
地
と
決
め
し
か
赤
と
ん
ぼ

ゆ
る
き
風
に
も
羽
根
深
く
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

ハ「Z汐
　r

z
曳1一

／　’

　〆

：
1
1

7 拶

、

量

へ
～

ケ

〆ノ♂1毯

〆111　‘
1
／
／

1
』

茄
し

／、

4
1一

！／
闘

1
い　　1 〃

一ro戸’『
llF輝fワ「

’

〆　 　lr

，、’・肩尉γ1』

　ll Fl唱rl，1「1
l

rl

1

・ヒ　‘1

　
　
　
し
ぶ
み
句
会

朝
涼
や
鎌
と
ぐ
音
の
澄
み
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

万
緑
に
吸
い
込
ま
れ
て
は
続
く
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

皇
室
の
恋
も
月
並
み
百
合
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

夏
衣
女
盛
り
が
ま
ぶ
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

通
夜
の
燭
ひ
と
ゆ
れ
さ
せ
て
梅
雨
の

風
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

眼
を
据
ゑ
て
ひ
そ
か
に
構
へ
蝿
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

曇
天
に
ト
マ
ト
の
花
は
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

ふ
る
さ
と
の
山
雄
々
し
く
て
青
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

梅
雨
寒
に
温
き
豆
乳
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

産
着
干
す
白
き
が
眩
し
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

氷
屋
の
汗
し
た
た
ら
す
魚
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

草
の
葉
を
丸
め
て
清
水
飲
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
　
蒲
生
句
会

よ
し
き
り
や
鎌
三
丁
を
研
ぎ
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

信
越
線
跨
い
で
移
る
田
草
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

星
屑
の
こ
ぼ
れ
し
如
く
草
蛍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
お
う
な
　
　
　
し
ご

膝
埋
め
て
媚
の
扱
く
夏
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

甲
虫
一
日
飼
っ
て
児
に
タ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

花
一
つ
髪
に
飾
り
て
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

思
ひ
出
を
つ
な
ぎ
語
る
や
蓬
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

百
幹
の
囲
み
に
あ
り
て
寺
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

ん
罵

嚇
燃

　
　
D

“
ライ7

　
出
些

　
尋
し
｛
》
よ
り
水
似

溝
乳
た
審
喪
い

　
　
　
　
　
％

弥7，＾

ユ≦砧り
“

ノ／

（

③　乞
曳（一　

讐

　
　
　
　
　
　
．
G

　
　
　
　
G
み
撫
、
｛

夢
い
　
恥

各．

ち
か
ウ
わ

　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
凹

　
別
名
シ
ロ
ユ
リ
、
ヨ
シ
ノ
ユ
リ
。

山
沿
い
の
陽
当
り
の
よ
い
原
野
、
丘

陵
な
ど
に
ま
ば
ら
に
生
え
る
。
　
一
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん

～
一
㌶
五
十
の
大
形
の
多
年
草
。
鱗

け
い茎

は
平
た
い
球
形
で
、
黄
白
色
を
帯

び
て
い
る
。
葉
は
茎
に
散
在
し
て
つ

く
が
、
茎
が
傾
い
て
い
る
と
二
列
に

並
ん
で
つ
く
．

　
　
　
　
　
花
は
、
真
夏
の
こ
ろ
、

茎
の
先
に
数
個
の
大
き
な

美
し
い
花
を
つ
け
る
。

　
茎
が
十
五
～
二
十
仕
．
、

ラ
ッ
パ
状
に
開
き
、
白
色

で
内
側
に
赤
い
点
、
中
央

に
黄
色
の
帯
が
あ
る
。
強

い
香
り
が
す
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
名
人
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
コ
ウ
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
捨
て
石
の
連
打
で
。

　
　
3
分
で
初
段
、
1
分
以
内
で
高
段

　
　
者
。
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．勧鰍購鍵鰹欝鰍謝網 鰹蕎園醸慧鱒喬緩慧難羅嚇灘

　　たか　ひろ
市川貴浩院
　　5　歳
田沢・みやした

　　　ち　ひろ
佐藤千紘、
　　5　歳
室野・みちさき

蟹

道路防災を考える
　　講演会開催

　　かず　み
山岸一麦尻
　　5　歳
太平・やまぎし

アマチュア無線受講者募集！

国家試験免除

　第4級アマチュア無線技師

　養成課程講習会

【受講料等】22，400円

【期間】①平成8年10月27日（日）

　②10月30日㈱③11月3日（日）

　④11月6日困④11月8日㈹
【会場】　十日町地域地場産業

　振興センター（クロステン）

【養成人員】60名

【締切】10月20日（但し、定員

　　　になり次第締め切り）

【問い合わせ・申し込み受付】

〒949－86十日町市下条1－118－6

　レディオハウス　アン（担当

　桑原　靖）TELO257－56－2720

【主催】㈹十日町青年会議所

【参加対象者】

　十日町広域圏に在住する重度

身体障害者及びボランティア

【開催場所】ベルナティオ

　　　　（当間高原リゾート）

【日時】平成8年9月．22日（日）

8：00

9：00
15：45

【内容】

十日町市役所集合

出発

十日町市役所到着

・リゾート施設の見学

・紙飛行機とばし・ビンゴ大会

《研肇勢イァ募集！》

【申込先】十日町市本町3丁目

　十日町商工会議所内

十日町青年会議所（担当：保坂）

盈0257－57－5111FAX52－7332

【締切日】8月31日（土）

【参加費】無料　　【携行品】

昼食、飲み物、雨具、ズック他

　労働省では、毎年9月を「障

害者雇用促進月間」と定め、障

害者の雇用を一層促進するため

広く社会一般の皆様のご理解と

ご協力をお願いしています。

　ハローワーク上越（上越公共

職業安定所）としても、下記に

より障害者の雇用を促進するた

めの行事を計画しましたので、

多数の皆様の参加と、ご協力を

お願いします。

囹障害者雇用促進

　　　街頭キャンペーン
　・平成8年9月2日（月）

　　AM11：00　～　　12：00

　・上越市西本町3－8－8

　　㈱イトーヨーカ堂

　　　　　　　直江津店前

　※ミスさくら等による記念品

　　花の種、リーフレット配布

囹障害者求人説明会

　・平成8年9月24日（火）

　　PM1：30　～　4：00

　・上越市中央1－2－3
　　㈱ホテルハイマート
　※障害者と事業主との「集団

　お見合い方式」による面接会

　参加希望者は事前に連絡を

智0255－23－6121　FAX22－3148

　　　　　ハローワーク上越

囹ミニ障害者雇用促進展

　　上越地方合同庁舎ロビー
　（安定所）に障害者の絵画等を

　展示します。

　・展示期問　9月2日～13日

【日時】平成8年8月27日（火）

　　　　　13：30～16：00

【場所】　厚生南会館大ホール

　〒943上越市本城町7番2号
　　　　　盈　0255－24－3110

【主催】建設省北陸地方建設局

【内容】映画（30分）と講演

　　①道路防災情報システム

　　②防災と気象
【入場料】無料です。

　この制度は、国が昭和39年10

月に建設業の労働福祉対策の一

環として、中小企業退職金共済

法に基づき創設したものであり

その実施運営は、特殊法人建設

業・清酒酒造業・林業退職金共

済組合が当たっております。

　この制度の特長は、一般の退

職金制度とは異なり建設業界で

働く限り、事業所を変わっても

事業所に雇用され就労した時間

全部を通算して退職金を支払う

という退職金制度であり、掛金

納付は共済契約を結んでいる事

業主が加入労働者の共済手帳に

就労日数に応じて証紙（掛金）

を貼付、消印することにより行

われます。

　現在、全国で145，000の建設

業者と2，021，000人の労働者が

この制度に加入し、退職金の積

立が行われ、すでに790，000人

の労働者が退職金を受け取り、

その額は2，864億円を越えてお

ります。

　なお、この制度に加入してい

る事業所に対して労働者住宅等

の福祉施設を設置するための融

資制度もあります。この制度に

ついて詳しいことは、下記にお

問い合わせください。

　新潟市新光町7－5新潟県建

　設会館内　建退共　新潟支部

　　　　　　暦025－285－7118

14i



灘

駈霰

霧藻羅

嚢畿へ

鱈

刷

醒蕪≦藁勿
【募集科名】

◇高卒対象科一メカトロニクス

　N　C機械、自動車整備、電気

　システム、電気施設科、土木

　測量科、O　A事務科、ホテル

　ビジネス科、織布科

◇中卒対象科一溶接科、金属プ

　レス科、建築科、左官科
【募集期間】

　平成8年9月13日～10月16日
【選考日】　10月30日（水）

※各テクノスクールで募集科が

異なります。詳しくは最寄りの

テクノスクールヘお問い合わせ

ください。

新潟テクノスクール智025－247－7361

三条テクノスクール　智0256－28－8520

魚沼テクノスクール　智02579－4－2410

十日町テクノスクール　智0257－57－1105

柏崎テクノスクール智0257－24－2115

上越テクノスクール　智0255－23－3596

※9月17日より　0255－45－2190

　県立上越テクノスクールは、

リージョンプラザ上越の近くに

新校舎が完成し、ほどなく移転

します。校舎建設に伴い、新設．

課もできましたのでたくさんの

生徒の募集をお待ちしています。

〔新設課〕

　高卒対象　メカトロニクス科

　求職対象　住宅営繕科

　　　　　　介護サービス科

新校舎住所　〒943－01

　　　　上越市藤野新田333－2

15

［二雀鍛講コ

《趣旨》東頸城郡内の中学生が

日ごろ考えている「清新かつ建

設的な意見」を発表することに

より、自らが健康な心身づくり

に努めるとともに、郡内の住民

がその健全育成に対する理解を

深めることを目的として開催し
ます。

《主催》東頸城地域

　　　　青少年対策推進協議会

《後援》郡中学校長会・郡民生

　　　児童委員協議会・郡民生

　　　福祉協議会・町村教育委

　　　員会・新潟日報東頸支局

《日時》平成8年9月2日（月）

　　　午後1時受付～4時閉会
《会場》大島中学校体育館

《発表者》各町村より2名づつ

《問い合わせ》安塚地域福祉セ

ンター企画係　盈2－3611

　　高校卒業程度対象

海上保安大学校

　　　学校学生募集！

【受付期間】

学校8月19日一9月2日
大学校　8月29日～9月10日
【受験資格】

　昭和48年4月2日以降（大学
校は昭和51年4月2日以降）に

生まれた方で、高等学校を卒業

した者、及び来年3月に卒業の

見込みの者。高等専門学校の第

3学年を修了した者、及び来年

3月に修子見込みの者。または

同等の資格があると認められた
者。

【採用予定数】

学校　船舶運行システム約85名

　　　情報システム　　約50名

　　　海洋科学　　　　約15名

大学校　約50名

【給与】学生採用当初から給与

が支払われる他、扶養・期末・

勤勉などの諸手当があります。

【問い合わせ先】

〒942上越市港町1－11－20

　　　直江津航路標識事務所

　　　　　奮0255－43－4210

　平成8年3月1日付で松代町
商工会青年部が発行した電話帳

に誤りが発見されましたので、

下記の通ン）訂正します。

　なお、このほかに誤りを発見

された方は商工会（暦7－2006）

まで連絡してください。

（下線が訂正箇所、右側が正〉

【松代　25ぺ一ジ】

匡］わへいじ　樋口栄一

　7－2260　7一一3544
【太平　28・29・30ページ】

圃相沢佐市郎

　ひらたや　　　へいだ

　7－2992
圏ひらたや　　　へいだ

　相沢佐市郎

　7－2922　 7－2992
匡］前田建設・森　　（削　除）

　組共同企業体
【会沢　40ページ】

囹　　　　　　　小野島泰治

　　（脱　落）　おまい

　　　　　　　　7－2195
【蓬平　44ページ】

口小堺健司　きちぜん

　7－3647　 7－2647

平成8年度自衛官等募集案内

募集種目 資　　　　　格 受付期間

高
　
　
　
　
卒
　
　
　
　
・
　
　
　
　
『
　
　
　
般
　
　
　
　
用

　2

海等
・陸

空・

士

男
子

18歳以上
27歳未満の者

年間を

通じて募集

女
子

18歳以上

27歳未満の者
8月1日～

9月13日

　防
　衛
　大
　学
学校
生

推
薦

高卒（見込）

21歳未満の者
高校長の推薦
等別途資格要

9月5日～
9月10日

一
般

高卒、（見込）

21歳未満の者
9月17日～
10月15日

防衛医科
大学校学生

高卒（見込）

21歳未満の者
9月17日～
10月15日

一般曹候補

　　学生
18歳以上

24歳未満の者
8月1日～
9月9日

曹候補士 18歳以上
27歳未満の者

8月1日～
9月9日

航空学生 高卒（見込）

21歳禾満の者
8月1日～
9月9日

高卒（見込）

22歳未満女子
9月17日～
10月15日

中
卒

自衛隊生徒 中卒（見込）

17歳未満男子
11月1日～
　1月4日

《問い合わせ》自衛隊新潟地方連絡部

　　　高田募集事務所　80255－23－5519
　または、松代町役場総務課　a7－2220㈹
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皆
さ
ん
、
始
め
ま
し
て
。
私
は
、

九
年
間
、
東
京
と
埼
玉
で
働
い
て
、

こ
の
五
月
に
松
代
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。　

六
年
ほ
ど
出
稼
ぎ
を
し
て
、
田
植

佐藤正明さん
　（室野・いんきょ）

え
と
稲
刈
り
に
は
帰
っ
て
き
て
い
た

の
で
、
ま
る
っ
き
し
『
U
タ
ー
ン
』

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
安
心
し

て
い
た
の
で
す
が
、
先
日
、
広
報
の

担
当
者
が
見
え
て
「
広
報
に
載
せ
る

原
稿
を
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

言
わ
れ
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。
ま
さ

か
私
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
は
…
。
今

ま
で
他
人
事
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

か
ら
。
私
が
書
い
た
原
稿
が
皆
さ
ん

に
読
ま
れ
る
と
思
う
と
、
と
っ
て
も

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
埼
玉

に
住
ん
で
い
た
時
に
結
婚
し
て
、
子

ど
も
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
　
一
歳
四
ヵ

月
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
ご
ろ
少
し

反
抗
期
な
の
か
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
と
、

す
ぐ
に
泣
い
た
り
し
て
い
つ
も
苦
労

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
親
バ
カ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
わ
が
ま
ま
ば
か

り
い
っ
て
い
て
も
や
っ
ぱ
り
か
わ
い

く
て
し
か
た
が
な
い
で
す
。

　
嫁
さ
ん
は
埼
玉
の
人
で
、
私
が
言

う
の
も
な
ん
で
す
が
、
少
し
童
顔
で

か
わ
い
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
に
来
て
ま
だ
間
も
な
い
の
に
、

家
事
や
子
育
て
を
頑
張
っ
て
や
っ
て

い
る
の
で
感
謝
し
て
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
回
り
で
話
し
て
い
る
内
容

が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
み
た
い
な
の
で
、
慌
て
ず

に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
嫁
さ
ん
は
、

今
ま
で
住
ん
で
き
た
場
所
と
ま
る
で

違
う
と
こ
ろ
で
生
活
し
て
い
く
わ
け

で
す
か
ら
、
少
し
で
も
私
が
力
に
な

っ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
家
族
全
員
、
松
代
町

で
仲
よ
く
楽
し
く
生
活
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　男　　2，348人　　（＋4人）

　女2，409人（＋7人）
　計4，757人（＋11人）
世帯数1，483世帯（±0世帯）

　出生7人　　死亡3人

　転入10人　　転出3人
　　　（8年7月末日現在）

一人口の動き一

圖
園
圓
圃

▼
「
深
く
狭
く
」
か
「
浅
く
広
く
」
か

二
者
択
一
の
こ
の
問
い
に
は
、
い
つ
も

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ご
く
単
純
に
考

え
る
と
、
専
門
バ
カ
だ
が
世
間
に
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
前
者
、
世
渡
り
は
う

ま
い
が
軽
薄
に
見
ら
れ
る
後
者
。
し
か

し
、
個
人
的
に
は
深
さ
も
広
さ
も
違
い

ま
す
。
▼
最
近
あ
る
数
学
者
の
随
想
に

夢
中
で
す
。
乞
わ
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
大

学
に
赴
任
す
る
の
で
す
が
郷
愁
と
焦
燥

か
ら
罹
る
『
急
性
愛
国
病
』
。
関
係
な
い

こ
と
で
も
母
国
の
悪
口
に
は
耐
え
ら
れ

な
い
。
で
も
生
活
の
中
で
異
国
社
会
の

良
さ
も
考
え
ま
す
。
堅
物
と
思
わ
れ
た

数
学
者
は
教
育
や
文
学
、
家
族
や
職
業
、

更
に
民
族
や
風
習
に
つ
い
て
そ
の
見
識

を
深
め
ま
す
。
肩
が
凝
ら
ず
に
世
界
が

広
が
る
文
庫
本
で
し
た
。
▼
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
終
わ
り
急
性
愛
国
病
は
治
り
ま

し
た
か
？
今
は
高
校
野
球
。
今
度
は
急

性
近
県
病
に
な
っ
た
り
し
て
…
。
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（6月26日～7月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

齋藤　孝・武田直子さん

　　　　　　（松代・下町住宅）

　げんきな良い子に（出生）
　　　つかさ
仲村　官ちやん和人・英理子さん

　　（男の子・儀明・重左エ門）
　　　みさお
関谷　操ちやん馨・千秋さん

（男の子・松代・前田屋金物店）
　　ま　　い
柳　麻衣ちやん藤雄・栄子さん

　　　（女の子・滝沢・むこう）
　　ひ　いろ
柑澤緋色％ん竜彦・なつ子さん

　　（男の子・松代・ぐみざわ）
　　　わたる
丸山　航ちやん文雄・真由美さん

　（男の子・松代・善宗塚住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

関谷マセさん　　　　87歳

　　　　　（松代・三笠屋酒店）

山岸秀治さん　　　　84歳

　　　　　　　　　（東山・浦）

　　oこわず
　あき　　いなづま　　せんごく　ま

＊秋の稲妻、千石増す

晴れた真夏の酷暑の時に夕立と

ともに鳴り響く雷。稲光がよく

見られる『暑い夏か残暑』が続

けば稲もすくすく育ち、千石増

しはオーバーにしても豊作は間

違いないということでしょうか。
　あさ　　かわ　　ふか　　わた

＊浅い川も深く渡れ

浅く見える川でも、流れの急な

所や深みがあるものだから、深

い川を渡るように用心深く渡れ

ということ。つまり、何ごとも

油断するなということ。
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